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巳
年
に
思
う

　　　
今
年
は
巳
（

蛇
）

年
で
す
。

仏
教
で
は
蛇
を
執

着
や
欲
望
や
怒
り
の
象
徴
と
と
ら
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

禅
書
に
も
「

牛
の
飲
む
水
は
乳
と
な

り
、

蛇
の
飲
む
水
は
毒
と
な
る
」

な
ど
と
引
用
さ

れ
悪
い
印
象
も
あ
り
ま
す
。

　
他
方
、

蛇
は
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
し
て
い

く
生
き
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「

再
生
す
る
力
」

や
「

無
限
の
可
能
性
」

を
連
想
し
良
い
印
象
も
あ

り
ま
す
。

金
運
が
い
い
と
も
い
わ
れ
、

宝
く
じ
を

買
わ
れ
る
方
も
い
る
の
で
は
。

　
さ
て
、

お
釈
迦
様
が
、

菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を

開
い
た
後
、

七
日
間
雨
が
降
り
続
く
嵐
の
中
、

ヒ

ン
ド
ゥ
ー

教
の
蛇
神
ナ
ー

ガ
が
現
れ
、

巨
大
な
身

体
で
お
釈
迦
様
を
巻
き
、

頭
を
傘
の
よ
う
に
広
げ

て
風
雨
を
防
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
姿
は
お
釈
迦
様
へ

の
献
身
を
現
わ
し
、

蛇
は
仏
教
の
守
護
神
と
も
さ

れ
ま
す
。

昨
年
の
干
支
龍
も
仏
教
の
守
護
神
と
し

て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

中
国
・
日
本
の
仏

教
の
影
響
が
強
く
龍
は
天
の
守
護
、

蛇
は
地
の
守

護
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
い
こ
と
わ
ざ
に
「

蛇
、

一
寸
を
出
れ
ば
其
の

大
と
小
と
を
知
り
、

人
、

一
言
を
出
せ
ば
其
の
長

と
短
と
を
知
る
」

が
あ
り
ま
す
。

蛇
が
少
し
体
を

出
す
だ
け
で
そ
の
大
き
さ
が
推
測
で
き
る
よ
う

に
、

人
も
た
っ

た
一
言
で
そ
の
人
の
思
い
、

心
の

状
態
、

そ
し
て
人
格
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
い
ま
す
。

　
『

法
句
経
』

に
「

他
者
を
傷
つ
け
る
言
葉
を
控

え
る
べ
き
で
あ
る
」
「

真
実
で
、

優
し
く
、

他
者

に
益
を
も
た
ら
す
言
葉
は
、

至
高
の
言
葉
で
あ

る
」

と
あ
り
ま
す

　
今
年
は
生
か
さ
れ
た
言
葉
を
使
い
、

自
利
利
他

の
心
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

〈月例座禅会〉
1月12日（日）
1月25日（土）
2月1日（土）

2月24日（月・祝）
3月8日（土）
3月22日（土）

〈写経会〉
1月21日（火）

2月24日（月・祝）
3月21日（金）

これまでの義援金累計
2,435,602円（平成23年から）
（内お賽銭合計 1,648,545円）

（内東日本大震災分 1,043,708円）
その他の義援金 1,391,894円）

安住寺では本堂・観音堂他に納めて
頂いた、お賽銭をすべて義援金とし
て寄付しております。沢山の御浄財

を有難うございます。

※
お
位
牌
で
困

っ
て
い
る
方
へ

　
お
墓
の
問
題
も
そ
う
で
す
が

、
自
宅
の
お

仏
壇
に
古
い
お
位
牌
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て

困

っ
て
い
る

。
お
位
牌
の
扉
が
取
れ
て
し

ま

っ
て
い
る
な
ど

、
お
位
牌
で
困

っ
て
い
る

お
話
も
よ
く
伺
い
ま
す

。

　
こ
の
度

、
お
寺
で
お
掃
除
の
し
や
す
い

、

複
数
の
お
位
牌
を
ま
と
め
る
の
に
相
応
し

【
令
和
七
年
の
年
忌
表

】

本
年
の
年
回
忌
は

、
左
記
の
と
お
り

で
す

。
年
回
に
あ
た
る
ご
家
庭
に
は

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

。

漏
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で

、
ご
確
認

下
さ
い

。

早
め
に
ご
相
談
頂
け
れ
ば

、
ご
希
望

の
日
に
お
勤
め
で
き
ま
す

。

♬第４回お寺でコンサート♬

１１月３日（日）午前１０時半より、５０名の来場
者を頂き、お寺コンサートを開催しました。バイオリ
ン高山さん、フルート中島さん、ピアノ佐藤さん、
寺庭の４人グループで今年は色々な曲で楽し
んでいただきました。

謹
奉
賀
新
年

檀
信
徒
の
皆
様
 
安
住
寺
に

御
縁
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
皆
様
 
無
事
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
倍
旧
の
御
法
愛
を
賜

り
ま
す
と
共
に
 
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す　
 
仏
歴
二
五
六
八
年

　
 
令
和
七
年
乙
巳
 
歳
旦

🚌

合
掌
会
バ
ス
旅
行

🚌

 
十
一
月
十
八
日
、
久
し
ぶ
り
に
合
掌
会

主
催
の
バ
ス
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
合
掌
会
会
員
さ
ん
は
じ
め
三
十
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
高
千
穂
方
面
に
行
き

ま
し
た
。

 
午
前
中
は
天
照
大
神
が
お
隠
れ
に
な
っ

た
天
岩
戸
神
社
を
参
拝
。
古
事
記
や
日
本

書
紀
に
伝
わ
る
伝
説
を
、
違
っ
た
と
ら
え

方
で
宮
司
さ
ん
よ
り
ご
説
明
を
頂
き
ま
し

た
。

 　
昼
食
後
は
、
高
千
穂
神
社
を
参
拝
。
そ

し
て
高
千
穂
峡
へ
。
急
こ
う
配
の
階
段
を

下
っ

て
、
峡
谷
へ
進
み
ま
し
た
。
神
秘
的

な
真
名
井
の
滝
や
溶
岩
が
作
り
出
し
た
柱

状
節
理
の
岩
肌
に
初
め
て
の
方
は
特
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

　
紅
葉
に
は
若
干
早
か
っ
た
で
す
が
、
晴

天
に
も
恵
ま
れ
参
加
者
皆
さ
ん
と
楽
し
い

一
日
が
送
れ
ま
し
た
。

五

十

回

忌

三
十
三
回
忌

二
十
五
回
忌

年

回

忌

【
日
々
是
好
日
】

★
十
月
六
日
・
貴
布
祢
神
社
秋

の
大
祭
 
閑
栖
和
尚
が
出
席
。

★
十
一
月
三
日
・
第
四
回
お
寺

で

コ

ン

サ
ー

ト

★

十

一

月

十

一
・
十
二
日
、

檀
家
の
方
四
名

と
閑
栖
和
尚
と
が
、

御
本
山
南

禅
寺
開
山
忌
に
お
参
り
い
た
し

ま
し
た
。

戻
ら
れ
て
か
ら
厳
か

な
法
要
に
感
動
し
た
と
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

★
十
一
月
十
三

日
・
杵
築
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
方
が
例
会
と
座
禅
体
験
を
行

い

ま

し

た
。

★

十

一

月

十

八

日
・
合
掌
会
バ
ス
旅
行
★
十
一

月
二
十
九
日
南
禅
寺
派
部
部
内

研
修
会
。

来
年
度
春
の
巡
教
他

日
程
確
認
。

★
十
二
月
六
日
、

合
掌
会
奉
仕
作
業
。

★
十
二
月

十
日
、

蒲
江
・
梅
南
寺
前
住
職

三
回
忌
法
要
に
お
参
り
。

★
十

二
月
十
四
日
、

座
禅
会
納
会
。

十
二
月
二
十
一
日
、

写
経
会
納

会
。

★
大
晦
日
に
は
、

お
札
や

お
位
牌
、

卒
塔
婆
の
お
焚
き
あ

げ
を
い
た
し
ま
す
。

お
役
の
終

わ
っ

た
、

お
札
お
位
牌
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、

お
寺
ま
で
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

★
座
禅
会
は

多
い
時
で
九
名
。

写
経
会
は
六

名
程
度
が
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

新
し
く
参
加
い
た
だ

け

る

方

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す
。

★
お
寺
の
行
事
や
運
営
な

ど
檀
家
の
皆
様
に
大
変
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

拙

い
寺
報
で
す
が
ご
家
族
の
皆
様

に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

総

代

【義援金のお知らせ】
令和6年度の義援金

災害義援金へ　200,000円
（能登半島震災義援金として
日本赤十字社を通じて出す）
（内お賽銭分・138,206円）

一

周

忌

十

七

回

忌

十

三

回

忌

☆
合
掌
会
奉
仕
作
業
☆

十
二
月
六
日

（
金

）
合
掌
会
清

末
会
長
始
め
執
行
部
・
地
区
役

員
さ
ん
ら
三
十
名
が
参
加
し

、

観
音
堂
・
位
牌
堂
・
本
堂
・
書

院
・
開
山
堂
・
庫
裡
と
年
末
大

掃
除
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た

。
夫
婦
で
参
加
い
た
だ
い
た

方
も
あ
り
大
変
助
か
り
ま
し

た

。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す

。

※
そ
の
他

お
盆
ま
で
の
行
事
予
定

〇
二
月
下
旬
・
予
算
会

〇
三
月
初
旬
・
人
形
供
養

〇
三
月
十
七
日
・
木
付
講

　
　
　
　
　
　

（
未
定

）

〇
四
月
八
日
・
花
ま
つ
り

〇
四
月
二
十
二
日

（
火

）

　
　

春
季
説
教
会

 
 
合
掌
会
総
会

〇
五
月
三
十
日
・
決
算
会

〇
八
月
三
日
・
施
食
会

〇
八
月
七
日
～
棚
経

　大般若祈祷法要　（初観音）
 　　　　　　１月１７日（金）　　１１時より
　　
　　一年の無事を祈り恒例の大般若法要をお勤めいたします。
　　総代地区世話人様はじめ檀信徒の皆様にお参り頂ければ幸いです。
　　本年はお参りいただいた皆様に、お弁当を準備いたしますので、
　　地区世話人様を通じて出席の連絡をお願いいたします。　
　　また、地区外の方は、お寺に直接ご連絡をお願いします。

【
無
縁
墓
地
整
理
工
事

】

お
盆
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た

、
無
縁
墓
地
の
整
理
を

、
九
月
か

ら
取
り
掛
か
か
り
ま
し
た

。

第
一
期
工
事
が
終
了
し
ま
し
た

。
墓

石
の
穂
は
ひ
と
と
こ
ろ
に
集
め
て

祀

っ
て
お
り
ま
す

。

境
内
墓
地
に
限
ら
ず

、
古
墓
や
墓
地

の
管
理
に
困

っ
て
お
ら
れ
る
方
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

没

年

平
成
二
十
五
年

令
和
元
年

令
和
五
年

令
和
六
年

昭
和
五
十
一
年

平
成
五
年

平
成
十
三
年

平
成
二
十
一
年

い

、
お
位
牌
を
三
十
本
新
調
し
ま

し
た

。
（
写
真

）
本
金
箔
押
し
の

回
出
し
位
牌
に
な
り
ま
す

。
一
本

一
万
二
千
円
で
す

。
必
要
な
ご
家

庭
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い

。

１８９号令和7年1月1日 安住寺だより １８９号
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令和7年1月1日 安住寺だより

総

代

七

回

忌

三

回

忌

合

掌

会

会

長

総

代

総

代

総

代

総

代

加

藤

傳

蔵

松

本

文

次

麻

生

哲

治

真名井の滝前で


